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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、勝見英一朗議員から資料の配付につい

て申出があり、会議規則第150条の規定により

許可いたしましたので、ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 勝見英一朗議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位１番、議席番号２番、勝見

英一朗議員。 

  （２番勝見英一朗議員登壇） 

○２番 勝見英一朗議員 政新長井の勝見です。

貴重な時間ですので、早速質問に入らせていた

だきます。 

 ８月３日の線状降水帯による記録的な豪雨の

際は、市長の指示の下、迅速な避難指示と避難

所の開設等、懸命な対応をなされたことに感謝

申し上げます。特にボランティアセンターの立

ち上げや被災ごみの回収を早期に決定いただい

たことはありがたいことでした。 

 被災の状況は、県内初の大雨特別警報が発令

され、市内全域に避難指示が出される中、人命

に関わる被害がなかったとはいえ、床上・床下

浸水に遭われた方も多く、甚大な被害を被った

といって過言ではないと思います。 

 市職員が一生懸命対応されている姿は目にし

ておりますが、今後さらに深刻化するであろう

自然災害に、一層万全に備えるために気づいた

ことを３点質問させていただきます。 

 まず、最初の質問は、市役所の災害対応窓口

を一本化できないかということです。 

 例えば住宅の畳をクリーンセンターに持って

いく場合、住宅に関わる罹災証明と言うより、

総務課で被災証明の申請をし、その後、市民課

に回って被災ごみの減免申請をし、発行された

減免書類を持ってクリーンセンターにごみを持

っていき減免措置を受けるという手続を取るこ

とになります。事務処理上は確かにこうなるの

ですが、災害時の対応としては手間がかかり過

ぎるという気がいたします。実際、後片づけで

忙しい中、こんな面倒なことはできないとおっ

しゃる被災者の方もおられましたし、真っすぐ

クリーンセンターに持っていっても、泥をかぶ

っているのだから被災ごみとすぐ分かるはず、

その場で減免できるはずだとも言われました。

こうした実態を踏まえると、被災者対応の窓口

は一本化されるのが望ましいと考えるのですが、

いかがでしょうか。 

 総務課なり、市民課なり、税務課なりの役割

はあるとしても、緊急時は災害対応部門を置い

てそこに各課職員を張りつければ大概はそこで

済ませられます。内線を回せば対応は同じだと

思われるかもしれませんが、被災者心理はそう


